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親 子 関 係 の 類 型

一一 親子関係診断尺度 EICA 一

辻岡美延
＊ ・山本吉廣

＊＊

　親子関係 に っ い て の 研究 は多方面 に わ た り， また そ の

数も多 い 。しか しなが ら，親の 子 に対す る 態 度 ・行動

を，  操作的
・
測定論的 に 定義 され た い くっ か の 主 要次

元 と し て こ れ を と らえ，  そ れ らの 次元 を客観 的 に測 定

し うる測定尺度を構成 し，さ らに  それ らの 測定尺度 に

よ っ て 親子関係 の 様態をい くつ か の 類型 に 分類 し よ うと

す る試み は数少 な い 。

　親子 関係 の 類型 に っ い て ，た びた び引用 され る 古 い 研

究 と して は，Symonds，　P．　M ．（1939）に よ る 「過保護」，

「残忍」，「無視 」 と 「甘や か し」 の 4 類型 に つ い て の 提

案が あ り，こ の 類 製化の 背後 に は 「受容
一

拒否 」 と 「支

配
一

服従」 とい う親 の 子 に 対す る 態度
・
行動 の 2 つ の 主

要次元 が想定され て い た 。しか し，彼の こ れ らの 次元は

必 ず しも測 定論的 に 明 確 な基 盤 を持 た な い 所 謂 理 念的 枠
組 か らの 産 物 で あ っ た 。

　一
方，Roff，　 M ．（1949＞の

“The 　Fels　 Parent　Beha−

vior 　Scales”の 分析 に 端を発す る親子関係の 因 子分析的

研究 は，親0）子 に 対 す る 態度 ・行動 を調べ る テ ス トの 尺

度構成 とそ の 主 要次光 の 解明 とが 中心 とな っ て い た 。 こ

の 点 に 関 し ， Schaefer，　E．　S．（／965　 a，1965　b）は，“Child−

ren
’
s 　Reports　of　Parental　Beharior　工nventory （CR

− PBI ）
”

を発 表 し，そ の 後 い くっ か の 追試的研究 （例 え

ば Renson ，　G ，　J，　 et 　a1．1968 ，ノ亅・1鳴 1967 な ど） に よ っ

て ，「受容対拒否」， 「心理 的 自律性対心理 的統制」 そ し

て 「厳 し い 統制対甘 い 統制」 と名付 け られ る 3 因 子 が見

出 され て きた。Schaefer の 研究 の 追試的研究の う ち，

本邦にお け る 小嶋の 研究 は測定論的に 最 も周到 な計画 の

下 に行わ れ た研究 と言 え よ う。しか し，氏の 研究は，CR
− PBI の 尺 度構成 の 検討お よ び そ の 洗練化 （1969 ，1970，

1975）や CR − PBI で 測定 され た親 の 養育行 動 と子 ど も

の 人 格特性 （1967），知的機能 （197エ）お よび学業成績 （王9

73）な ど所謂外部変数 との 関連性 の 検討へと精力的 に 進

め られ て来 た が，そ の 研究成果 に基 づ い て 親子 関係の 類

　 ＊
，

＊＊ 関西大学社会学部

型 化 とい う よ うな具 体 的 な作業段 階 ま で は進 ん で い な

い o

　
−一

方，Heilbrun，　A ．　B ．，　Jr．　 et　al．（1966，19　67＞は，

子 に対す る 母親の 行動 は，「統制対 自律性 の 承認」 と「養

護対敵対心 」 σ）2 次元 に還元 され る と し，前者の 測度 と

して PARI （Parent　Attitude　Research 　Instrument，
Schaefer，　 E・S・＆ Bell，　R ．　Q ・1958） を， 後者の測度 と

し て Parent−−Child　Interaction　Ratin窰 Scales （Heilb−

run ，　A ．　B ．，　Jr．1964）を用 い ，そ れ ら 2 尺度の 尺度得

点 の 中位数に よ っ て被験者 を それ ぞれ 二 分 割 し ， 「過保

護 （高統制で 高養護）」， 1
一
拒否 （高統制 で 低養護）」，「受

容 （低統制で 高養護）」 そ し て 「無視 （低統 制 で 低 養

護）」 の 4 類型 を考 え た 。

　山下俊郎の グル ープ は ，親子 関係診断 テ ス トの 作成 を

意 図 し，
t
昭和32年以来共 同研 究 を行 い ，八 重 島 ・三 浦 ら

（1962）は ， 項 目変量間相関行列 （48x48 ）の 因子 分析 に よ

っ て 見 出 され た   細 部閧与，  蘗 直的親愛，  情動 ，  

水平的親和の 4 因子 を尺 度構成 の 出発点 と し，何度 か の

改訂に よ っ て 項 目を逐次改善 し，三 浦 ら （1970）に よ っ て

PCR 検査 な る尺 度が作成 され，最終的 に は 4 つ の 因 子

は   過保護干渉的態度 ，   許容寛容的態度，  感情的態

度，  民主 的態度 と 名付 け ら れ ，因 子別 に YG 性格検

査 の 5 類型 （A ，．B，　 C ，　 D
，　E の 各類型） との 関連性 が

検討され た （三 浦 ら 1971）。 し か し ， 彼 らの 分類は一
変

量解析的 な因 子 毎 の 尺 度得点に よる分類 に す ぎ な い た

め，親子関係 を総合的 に 把握 す る と こ ろ ま で に は 至 っ て

い な い
。

　
一

方，ま た 古川 （1972）は 60項 目か らな る親子 関係 に 関

す る 質閙紙 を作成 し，そ の 項 目間相関の セ ン トロ イ ド法

に よ り 2 因・．r一を抽出 し， 三 隅の PM 理論に準拠 し て，

こ の 2 因子 を集団 の 課 題解決 な い し 目標達成を志向す る

“Performance ”
（P 機能） と集団の 自己保存 な い し維持・

強化を志向す る
“ Maintenance”（M 機能） と命 名 し，

こ の 2 因 子 を代表す る 尺 度を構成し，その 尺度得ほの 平
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均点 で 2 分割す る こ と に よ り，
PM ，　 P，　 M ，　 pm と い

う4 類型 に親の 行動を分類して い る 。 し か し ， 彼女 の 類

型化は尺度得点 の 細 か い 段階に よ っ て 分類を行 うとい う

段階 に ま で フ ァ イ ン され た もの で は な く，や は り理 念的

分類の 段階 に 留 ま っ て い る 。

　以上 の よ うな経過 をふ ま え て ，辻 岡 ・rJ「本 （1975　a ，

1975b ）は まず Schaefer，　 E ．　S、の CR − PBI の Form

− 1 （26尺度 ・260 項 目）　とForm − H　（18尺 』斐・192 項目）

の 因子分析 に よ り， 親子 関係 の 主要次元 と し て 下記 の 通

D の 4 種 の
一

次因子 が存在す る こ と を証明 し た 。

　 1． 情緒的支持 ES （EmotionaL　Support）

　 こ れ は，子 ど もが ， 自分 の 父 （ま た は 母）は 子 ど も自

身を支持 し て い る と認知す る傾向を調 べ る もの で あ る。

　 2．　 同
一

化 ID （ldentification）

　 これ は，子 ど もが，自分 の 父 （ま た は 母 ） は 子 ど も自

身と一
体感 をもち，意識 の 底 で 子 ど もを親 自身 と同

一
化

し，自分の 延 長 あ る い は分身 と し て 子 ど もを認知 し て い
　　　　　 ゆ　　　ロ　　　ロ　　　の　　　コ
る こ とを，子ども自身 もまた感 じ取 る傾向をとらえる も

の で ある 。 所謂親子の 肉身聞 の 「へ そ の 緒．」に よ っ て象

徴 され る 親 子 の 臍帯的 な結合 の 強度 を測 定 す る もの で あ

る。

　3．　 蠡充希1亅CO 　（Control）

　こ の 次元 は，親 の 子 どもへ の 統制 ， しつ け ， 訓育 ， 勉

学等 へ の きび し さ， すなわ ち親 か らの 超 自我 の 圧力 を子

ど もが い か に 認知 し て い る か を調 べ る もの で あ る 。

　 4．　 自律性 AU （Autonomy ）

　 こ れ は ， 子 ど もの 人格 を認 め ， 自主性を尊重 し，子 ど

もの こ と は子 ど も自身に任せ よ うとい う親の 態度
・
行動

を子 ど もが い か に 認知 して い る か を調べ る もの で あ る 。

　そ し て 結果的 に は， こ れ らの
一

次因子 の 4 次元を測定

す る た め の 尺度が，「因 子 的真実性 の 原理 」 （辻岡，1964 ，

Cattell，　 R ，　B．＆ Tsujiokal　 B ．ユ964） に よ っ て 構成 さ

れ，『親子関係診断尺度 EICA 』 と名付け られ る テ ス ト

が登表された （辻岡 ・山本 1976b ）。 こ こ で い う因子 的

真実性 の 原理 （princlple　 of 　factQr　trueness＞とは 項 目

粗得点 の 合成方向（構成尺度 の 方 向）が ， 因子 分析 に よ っ

て得られ た 因子軸の 方向 に 可能な限 り
一
敏 す る ように ，

しか も当該因子以外の 欲せ ざ る因 子 の 因 子分散 を可 能

な限 り抑制す る よ うに項 目分析 が行 わ れ る 方法 で ある 。

こ の よ うな項目分析の 作業は コ ン ピ ュ
ー

タな しに は極め

て 莫大 な労力 を必 要 とす る か ら，こ の 作業 を遂行す る た

め に，辻岡 ・清水（1975a ， 1975b ） に よ り， 項 目分析 の

ため の コ ン ピ ュ
ータ ・プ ロ グ ラ ム が 考案 され た。な お，

EICA 作成の た め の 項 目分析 で は ， 息子→父，息子一や

母，娘一父 ， 娘
一→母 の い ずれ の 親子関係 にお い て も因 子

的真実性 の 原理 が 満足 され る よ うに ，項 国分析 の 交差妥

当化が行 わ れ，所 謂 尺 度 の 転移 可 能性 （transferability ）

も検証 され た （辻 岡 ・山本 19．　76　a ）。

　本論文で は ， こ れ らの 研究結果 に基づ い て作成 され た

親子関係診断尺度 EICA に よ り，個 々 の 子 ど も 自身 が

両親 の 行動 を い か に 認知 し て い る か を，

“
親子関係診断

座標
”

と よぶ 認知図 （cognitive 　 rnap ＞を作成す る こ と

に よ り，親子 関係 の 客観的類型化 を計 る ，  コ ン ピ ュ
ー

タ判定法 と  テ ス ト用 紙 中 に 組込 ま れ た 簡便法 と の 二 法

を併 行 的 に説明 し た い と 考 え る D 　　　　
“

方 法

　辻岡 ・山本 （／976　a ，1976b ） の 構成 し た 親子関係診

断尺 度 EICA を中学2 年生 と 3 年生 （男子 437名 ， 女子

398名 合計835 名） に施行レた 結果 を も と に 類型化 の 作

業 を説明 し た い 。

　 1．　親子 関係プ ロ フ ィ
ー

ル の 作成

　 両法 と も，まず親子関係 の プ ロ フ ィ
ー

ル を作成す る 。

こ れ は，父お よ び母 に つ い て の 各4 尺 度 得 点 （粗点）

を，  コ ン ピュータ法 で は標準化資料 に従 っ て ， 父母別

個 に 求 め た 2種類 の 正規化標準得点 （norrnalized 　 stan −

dard　 score ） に変換 し ， その 得点 を尺度 ご とに プ ロ ッ ト

す る こ とに よ り FIG ．1 の よ うな プ ロ フ ィ
ール を作成す

る。作図 と し て は 同一
基線上 に F （father），

M （mother ）

の 文宇 を用 い て 独立 に 記入 し ， も し同
一

尺 度 の 父 母 の 得

点 が 同
一

得点を示 した場合は，P （parents） の 1 文字 に

よ っ て 表 わ す こ と に し て あ る 。一
方，  の 簡便 法 で は プ

ロ フ if　一ル 上 に記 入 され た 0 − 20ま で の 粗点 の 数字 の う

ち ， 各尺度得点 に合致す る もの を逐 次○で 囲 ん で 行 くこ

とに よ り，正規化標準得点 （ス タ ナ イ ン 得点）へ の 変換

とプ ロ フ ィ
ール 作成が1司時 に ，し か も父 億 別 に完成され

る （FIG．2）。

　プ ロ フ ィ
ール 内 で の ES，　 ID，　 CO，　 AU の 各一次 因

子 尺度の 方向 は，二 次因子 の 受容性お よ び統制性の 高得

点側が右 へ 揃 うよ う，テ ス ト用紙中で は AU 尺 度得点 の

み自律性 の
“
否定

”
の 側 が 自動的 に高得点側 とな る よ う

に採点さ れ る。こ れ は，二 次因子得点の 近似値をテ ス ト

用紙中で算出す る こ と を容易 に す る た め に と っ た 処鷹 で

あ る 。

　TABLE 　1 に は ， 男女別 お よび 判断対象別 （父 母別）

と 男女込 み 判断対象別，さ ら に 全 サ ン プ ル の 尺 度毎 の 平

均 お よ び標準偏差 を示 した。尺度毎 の 性別，判断対象 の

2 要因 の 分散分析 の 結 果 に よ る と （紙 面 の 制約 か らそ の
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結果 は掲載で き な い が），各尺度平均 の 性別 に よ る差違

よ り も，む し ろ 判断対象が 父 か 母 か に よ る 差違の 方 が 4

尺度に一
貫 して 顕著 で あ る た め ， 標準化 の 作業 は ， 被験

者 の 性別 よ り もむ しろ対象別 に行 うこ とに した 。

TABLE 　1Means 　and 　standard 　devia亡ions

of　 EICA ’
s　 8　 scales

　 　 　 　 Father
ES 　　 ID　 　 CO

　 Girl　　　　　　　　　　　 6，72

　（398Ss ）　 σ 　　　　　　　　4．34
　 　 　 　 　 　 　　

Boy ＆ Girl　Xi　 10．55　　6．46

（・35S ・） ・ 1 ・・77 … 7

・6「
一

零
（437Ss ）　 σ …

　 　 　 　 又

10．62　　 6．22

4．15　　 3．99

　 　 　 　 AU

7．66　　10．81

4．42 　　　4．16

7．04　　 11．58

4．19　　　4．08

7．37　　11．18

4．32　　 4．14

B ・y　 　 xE
　 　 　 　 　 　 　 I

　（437Ss ）　 σ I
　 　 　 　 　 　 　 I

　
Girl

　　 XIi

（398Ss ＞ ・

…
B 。y ＆ Gi，1

一
え…

（835S ・） 屠

Total　 　 X

（835x2Ss ）　σ

ES

ユ2．20　　 7．08 　　 7．88

4．39　　4．10　　4，34

12，20　　 7．8工　　 8，09

4，30　　4．17　　、4．35

12．57　　7，43 　　7．98

4，36　　4．工5　　4．34

MotherID
　　CO 　　　 AU ・

11．544

．1D

ユ2，343

．9111

．924

．03

　 　 Father ＆ Mother
ES　　 ID　　 CO 　　　 AU

J1．56　　 6．94　　 767 　　 11．55

4．68　　4，19　　4，34　　　4，10

　2． 親子関係診断座標 の 作成

　  の コ ン ピ ュ
ータ判定法 で は，全 被験者 （835名） の

父 と母 に つ い て の 報告 を込 み に した 全サ ン プ ル 　（835名

x2 ）
’
の 尺度問相関行列 （4x4 ） を次元数 を 2 と して

主成分分析 し，2 個の 主成分因子 得点 を求 め る 、得られ

た 因 子 負荷 量 行列 （A ＞よ り，主 成分因子 得点 （F ）を求 め

る 公式 は ，

11 ） F ＝＝ZA （盆 笠 ）
−
1

に よ っ た 。なお 上 式 の Z は全 サ ン プ ル の 4 尺 度 の 標 準

得点行列 で あり， 判断対象が 父で ある か母 か の 別 な く，

全 サ ン プ ル の 平均 ， 標準偏差 が用 い られ た。これ は，後

述す る よ うに同
一

空間上 に お け る父 と母 の 位置関係 を問

題 とす る 組合せ類型 を考え るた め で ある。

　 こ こ で 算出 され た 2 個の 因子 得点 は，辻 岡 ・山 本 （197

5a ）の 二 次因子分析で 抽出され た二 次因子 の 「受容性
一

拒否性 」 （Acceptance
− Rejection） と　「統制性

一
自律

性 」 （CQntrol− Autonomy ）に 対応す る もの で ， こ の 因

子得点 の 平均 は 0 で 標準偏差 は 1 の 標準形式 に計算され

て い る。そ こ で，両 因 子 得点 の 平均 を原点 と し，「受容

性一拒否性」（AC 軸）を横軸 に，」統制性
一

自律性」 （CO

軸） を縦軸に と る と，2 個 の 因 子得点 は こ の 二 次元直交

座標上 の 点座 標 を表 現 す る こ とに な る。す なわ ち，父 親

と母親の AC 因子 得点をそ れ ぞ れ ACf と ACm ，父

親 と母親 の CO 因子 得点をそ れぞ れ CO プ と COm と

す る と，父親 は （ACf，　 CO ！），母 親 は （AC ” t，　 COm ）

とい う座標 を もつ こ とに な る 。

　父 は F ， 母 はM で 表現 し，被験者が男子 で あ る場合は

前に B を っ け，BF，　 BM ，女子で ある揚合 は ，　 GF，　GM

の よ うに 2 文宇 で そ れ ぞ れ の 座標を示す こ と に し て あ

る 。 た だ し，プ P フ ィ
ール と同様 に ， 父 と母の 座標すな

わ ち因子得点 が作図上 の 誤差 の 範囲 で 等 し くな っ た場合

に は，BP あ る い は GP の よ うに表現す る こ と と し た 。

　 こ の FIG ．1 の 直交軸 は単に概念的 に 直交 （conceptu −

ally 　 orthogonal ）で あ る の み な らず，4 尺度間相関を主

成分分析した と こ ろ，TABLE 　 2 の よ うに単純構造性 の

高 い 直交成分 が得 られ る の で ，2 因子 得 点 は統計 的 に も

直交 （statistically 　 orthogonal ） で ある 。

TABLE 　2　 Factor−loadings　and 　weights 　of

　　　　　 4　scales 　on 　second −order 　princi−

　　　　　 pal　components （N ＝835　×　2）

Factor−loadings

AC 　 　 　 　 　CO ACWeightsCO

ES 　
』
．868

1D　 　 ．888
GO 　 旨 ．136
　 　 1AU

　1− ．212

一．023 　　　　．541　　　　　− ，017

　．087　　　　　．553　　　　　　　．064

　．833　　　　，085　　　　　　．618

　．803　　　…一，132　　　　　　．596

　一一
方，  の 簡便法 に よ る二 次因子 得点 とは ，

一
次因子

尺度得点 をス タナ イ ン 得点 に変換し ， そ れ ぞ れ ES とID

の ，CO と AU の ス タ ナ イ ン 得点 を合計 し た も の で あ

る。こ の ス タ ナ イ ン得点への 変換 は，テ ス ト用 紙 中 の プ

ロ フ ィ
ール の 9段階 に 分割され た領城 の い ずれ に 各尺 度

得点 （粗点）が属 して い るか に よ り，プ ロ フ ィ
ール 最上

段 の 1 〜9 の 数字 を，そ の ま ま プ ロ フ ィ
ー

ル 右 の
一

次因

子 段階点記入欄 へ 転記 す る こ とに よ り簡単 に行 わ れ る 。

（FIG ．2 参照）

　 テ ス ト用紙 を用 い た 簡便法 に お い て，ス タナ イ ン 得点

の 単純合計を二 次因子段階点と し た こ と は ，
TABLE 　Z

一 22 一
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EICA 親 子 關 係 診 断検 査 プ ロ 7 イ
ー

ル

因瓢谿
囲蠶：簫

SDOUElC

＾

SDOUElCA

123456789 一次國 子

段階 点

．二次因 子

段階 乾15 　　 102030 　　 405060 　　 アo80go 　　 9599

0　　 1 456 ア 89 　 博　 111 ：　 13　 T415 路 1ア　 18　1920 ／ AC
　6o12 　 　 3 5　　　 7B 　 91D 　I113 　　　1415

　17　 191618208

o12 　 　 34 　 　 56 　 7　 8　　　19
　 　 11 τ　 IZ　I314 　　　1516

　 182017
　 196

O　 l234 　 　 56 　　 789 　　10ll 　 1213 　 145 　 161 ア　　 1819 　20 ク

CO

β

01234 　　 5　　 6　　 739 ｝0　 1112 　 13　 博 1516 「 i718 四 29

0　　　　　 1　　　 1　 2　　3　　　　　　F45 　 　 δ 78
一

9　 PII1 　 121 　 　 　 16 　 19　 2017
　 198AC

／ク
0　　 　 1　　　　 23 　 　 45 　　δ 7 10　　 112 　1314 　15　16171819206CO

01234 　　 5rB9 ；0　1112 　 13　　 14 司1・ 1ア田 19　　 202 劃

〒：
1
嵩

緒

『
支

蠶＞AC 型容性

ll躍誌〉・。 黻

　　〒：嵩
緒

醗 ＞AC 贈 性

重」28繼 差〉・・   ・・

（
親
子
関
係
診
断
座

標）

RE
拒．否 型

C 毓 制型一一．曲广广・一、1齟
RE ．C  

抱 否的
．， 17 ■・囿 AC ・co

受容 的

統制型 ， 9 ，●o16o ，，卩● 統制型

9 ．■， ● 15 『 ■，9o
●，．の●． 14 ，，，卩●曾

レ

o ，に 卩・ oL3o 国 9 ，9o
…

：oo ， o ，● 12 ●．｝● ○o
…

唱，o 日 o ，唱 11 」●．幽■噂，
o

2　　3456789 監 12 監 1皇 1516178

，，脚■■o 「 9 ●o ◆，，
9 曾 o 含．， 5 ■ o9 ■．●岡

●，，・・● 了 ■5 ，9 ◎●
噸●，●．・ 6 ・●・ oo ，

．oo ， 5 ・ 「 e 齢

RE ・AUo ，・． o4o 「卩9oAC ．AU
拒否的 ，陰 3 ，， 受容的

自籍型 自律型
2

AC8
受 容 型

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 AU 自律型

の 重み 行列 を視察すれ ば わ か る とお り，
二 次因子 の 「受

容性
一

拒否性 」 （AC ）に 対 し て は，　 ES 尺度に O．541，　 I

D 尺度に 0．553 の ， そ して CO 尺度 と AU 尺度 に 対

して は ほ とん ど無裡 し うる 程度 の 重み し か 存在 し ない か

らで あ り，同様 に また ， 二 次因子 の 「統制性
一

自律性 」

（CO ） に 対 し て も，
　 ES 尺度 と ID 尺度 は無観し う る 重

み で ，
CO 尺度 に O．618 ，

　 AU 尺度 に 0．596 の ほ と ん ど

等 し い 重み が か か っ て い るか らで あ る。

　 な お，コ ン ピ ュ
ータ 法 に よ る二 次因 子 得点 と簡便法 に

TABLE 　3　 Correlations　between　seCondary 　factor

　　　　　scores 　 by　 computer 　 method 　 and 　 manual

　　　　　method （N ＝835）

FIG．2　 1）rofile 　 and 　 Diagnostic　Chart　 of 　the

　　　EICA 　Parent −Child　 Relations　 Questi−

　 　 　 onnalre

CQmpuτer 　 meth ・d Manual　 methQd

AC 　　 COA ¢ 　　 〔〕0AC 　 　COAC 　　 CO

　　　　　　Ac
Father
　　　　　　CQLDoo

　
−．023

−．023　 1，000
．609　 　 ，033
．oo9　　．61｝o

．919 −．oアo
．023　　、ga8

、606　 　 ．DO4
、034　 、593

　　　　　　AC
Mother
　　　　　　CO

，609　　，009
，033　 　，60D

王．OOO　 −、OB
−、013　 1、 OO

，5ag　 −，02G
』67　　．5臼真

、9B2　 一 〇58
、じ28　 ．987

　 　 　 ，“c；
Fathev
　 　 　 C （丿

，9ア9　　　．023　　　　、589　　　、067　　　ユ．OOO　　−，021　　　　、598
　 　 　 　 ミ．070　　，9S8・一．02e　　．594　 −一．021　 1，00e　　 ，OO9

よ る 二 次因子段階点 との 相関は ，「受容性
一

拒否性」 （A

C ） にお い て は，父 親 で は 0，979 ，母親 で は 0．982，

「統制性
一

自律性 」 （CO ）に お い て は，父 親 で は，0．988，

母親 で は O．　987 で あ る （TABLE 　 3）。 ま た ，
コ ン ピ ュ

ー

タ 法 に よ る 二 次因子 問 の 相関 は，父 母 を合併した 全サ ン

プ ル で は他の 因 子 に 対す る相関は 完全 に 0 で あ る が，

TABLE 　3 の ように父母別 に示す と完全 に は 0 とは な．ら

ず，若干 の 相関 を有す る が （
− 0．　023，− O．　013）， こ の

値 は簡便法 に よ る 相関値 と も き わ め て 近似 し （
− O．021，

− O．0⊥3），こ の 簡便法 は コ ン ピ ュ
ータ に よ る精密計算に

ほ とん ど近似す る こ とがわ か る。

　 3、　 単独類型

　 上述 した よ うに ， 父 親 と母親 の 結果 は二 次元座標上 の

2 点 F （ACf ，　COf ），　 M （ACm ，　COm ）と し て 定 ま る 。そ

こ で，こ の 二 次元座標面 を，原点 を中心 と し て 45
°
ずつ

に 8等分 し，そ の 上原点 を中心 と し て 因 子 得 点 で 0．5

（1／2 σ）と0．75（3／4 σ）の 半径で 同心 円を 2 つ 描き ，
FIG．3

の よ うに合計10個の 領城を定め，父 あ る い は 母 に つ い て

　　　　　 の 座標上 の 位：置 が こ の 領域 の ど こ に 占め て い

　　　　　 る か に よ り1｛）の 類型 を考 え る 。 こ れ を親子関

　　　　　係 に おけ る 父N一
の 単独類型 と よぶ 。 簡便法 で

　　　　　は，同心 円の 半径は 2点 （正規化標準得点の

　　　　　 1／2 σ に 該当） と 3 点 （3／40 に該当）　と な っ

　　　　　て い る が，類型判定の 作業は，テ ス ト用紙の

　　　　　 親 子 関係 診 断 座標 中 の F お よび M の 位置 が

　　　　　IDの 領域の ど こ に存在す る か さ え を読み とれ

　　　　　 ば す ぐ さま 判定 が 完了 す る，（FIG ．2）。

　、041
，rjS2 　　　 コ ン ピ ュ

ータ法 で の 類型判定 の ．手続は」e・X
　 　 　 AC
Mother
　 　 　 co

．606　　　、034　i　　，982　　　、028　　　　．598　　　．OO9　　　1　poeo　・一、013
「｝O△　　　　593　　−、058　　　、987　　　　鹽O・t上　　　、592　　一國013　　／．OOD

複雑 で あ る。今，FIG．4 の よ うに，父親と母

親の 二 次元座標上 の 位置が定ま っ た時，原点
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FIG ．3　 10　type＄ of 　parental 　behavior　 and 　7　types　 of 　 mutual 　 relatiens 　between 　 parents
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FIG ．4　 Mutual　relations 　between 　parents　in

　　　
．
coordinate 　 system 　 of　 the 　2　 second

−

　　　　 order 　factor−scores ： Acceptance 　 and

　 　 　 　 ．Contro1

よ り父親 ま で の 距離を OF
，

．
母親 ま で の 距離 を OM と

す る 。
AC と

．CO の 2因 子 は独 立 で あ る か ら，　 OF と OM

は ユ ーク リッ ド距離 と して，ピ タ ゴ ラ．ス の 定理 よ り算出

可能 で あ る 。 そ して，OF あ る い は，　 OM の 値が   O 〜

O．5の と きA 型 （平 均型），  0．5，　 … O．75 の とき A型 （準平

均 型） と定 め る。こ の 基 準 値 を満足 し な い 残 り に つ い て

は，三 角関数を用 い 以 上 に 述 べ る   　  の 8 類 型 の い ず

れ か に判定す る 。

　FIG ．4 に示 した ご と く，　 AC 軸 とベ ク トル OF の なす

角を α ，
AC ．軸 とベ ク トル 0耀 の なす角 をβとす る と，

ゴ
tan α と tan βを求め る ； とに よ P，残 りの 8類型すな

わ ち   AC 型 （受容型），＠AC − CO型 （受容的統制型），

  CO 型 （統制型），   RE −−CO 型 （拒 否 的統制型），  ：

RE 型 （拒杏型 ），  聡瓰一AU 型 （拒否 的 自律型），  AU 型

（自律型），  AC − AU 型 （受容的自律型 ）の い ずれ か に

父親と母親．が判定され る 。

　4．　組合せ類型

　従来の親子関係の 研究 は，父 お よ び舟の そ れ ぞ れ に つ

い て の 類型化を行 うもの が多 く，父 と母 の 組合 せ，すな

わ ち 父 と母 との 相互 関係 よ り の 類型化 を考 え る もの が な

い
。 そ こ で ，次 の 3 つ め ス テ ッ プ に よ f） て 7 つ の 類型 を

考 え た。（FIGI　 3 参照）

　第 1 ス テ ッ プ

　単独類型 の 判 定結果 を利 用 し，  父 母 共 に単独 類型 で

A 型 （平均型） で あ る もの を A型 （平均
．
型） とし ，   単

独 類型 に お い て 父 か 母 の い ずれ か
一

方 が A 型 （平均型）

で 他方が A ’
型 （準平均型）で あ る とき， こ れ を A ノ

型

（準平 均型），  父 母共 に単独類型 で は A 型 （準平均型）

で あ る揚 合 を A 「f
型 （準 ft平 均型）と し た 。

　第 2 ス テ ッ プ

　第 1 ス テ ッ プ で ，  A 型，  A ’

型 お よび   A ” ．
型 が

分離確定 され た 。次 に FIG ．4 で 父 母 間 の 距 離 夜FM と

し，こ の FM の 値が，  D − 0．75 の 条件 を満足す る もの

を B 型 （同調型）と し た 。 こ の タ イ プ は ， 子 ど もに対す

る 父 母の 行動 の 同調性 が高 い と考 え られ る もの で ，親子

関係診断座標上 の 父 と母 の 躁離 が きわ め て 近く，t 因 子得

点 で o．75 （3／4の 以内の 揚合 で あ る 。テ ス ト用紙内部

で 行 う簡便法 で は ， 半径が 二 次因子 段階点 の 3点以 内の

揚 合 で ， コ ン パ ス を用 い れ ば，一
目で 判明す る 。

　 第 3 ス テ ツ プ

　第2 ス テ ッ プ まで で ，   A 型，  A ノ

型，  A ”
型お よ

び  B 型 “）4 類型が分離 され た。そ こ で 第 3 ス テ ッ プ で

は，未 だ に 類型判定 が 決 ま らな い もの に つ い て，父親と

原点 と母親 の 3 点を結 ん だ とき に生 ず る夾角 （FIG．4 中 ・

び） の に注 目 し ， さらに 3 つ の 型を考 え る 。 す な わち，

父 と母 の ベ ク トル の 夾角 （の の 範囲につ い て，  O
°

＜〃

≦ 60
°

とい う条件を満足す る もの を，B 型 （協調 型 ） と
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よぶ こ と に す る。協調型 は，既 に 第 2 ス テ ッ プ に おい て

分離され た 「同 調型 」 ほ ど父 母間 の 距離が 近 くない 型 で

あ る 。 次 に，  120e〈θ≦ 180°

の とき ，
つ ま り父 と母

の 座標 が原点 に 関 し て おおむね 正 反対 の 側 に位置す る と

きを，C型 （対 立 型）と し，  父 と原 点 と母 を結 ぶ 夾 角 が

直角 に近 い 状態 を示す ，
60
’
〈θ≦120°

の と きを，D 型

触 立型） とす る 。 こ の 組合せ類型 の 判定 は ， 簡便法 で

行 う場合 は，分度 器 を利 用 す れ ば よ い し，コ ン ピ ュ
ー

タ

法 で は cos3 の 値に よ ／J行 うa なお ； コ ン ピ ュ
ータ判 定

法 で は ， 父と母 の 単独類型 ， 父母 の 組合せ 類型 の 判定結

．果 と共 に ，各尺 度 に つ い て の コ メ ン トがカ ナ 文字 で 打 ち

出 され，全体 と して は FIG ，1 の よ うな ア ウ トプ ッ b と

な る 。

結 果

　TABLE 　5 に本調 査 に お け る 全被験者 （835名） を 上

述 し た コ ン ピ ュ ・一一タ 法 に よ っ て，父 ・母 別 の 単 独 類 型 の

各類型 に 占め る 人数とその ％ を，TABLE 　4 に は組合せ

　　　TABLE 　4　 7types 　of　mutUal 　 relatiOns

　　　　　　　知etwee
寧 parents

類型 の 類型別 の 人 数 とそ の ％ を示 した 。

　単独類型 の 10 類型 に お ける 父 母問 の 出現率 の 差 異 を

zl 検定 した と こ ろ，　 X2；55．863 （df＝9）で 0．1％ 水準 で

有意 で あ っ た 。そ こ で，さ ら に各類型 ごと に父 母 の 聞に

有意差 が あ る か 否 か κ
2
検定を 行 っ た 。 こ の 結 果 は ，

TABLE 　5 の 右端 に示 したが，父 親 は 母親に 比 べ RE 型

（拒否型），RE − AU 型 （拒否的 自律型），　 AU 型 （自律

型） が多 く， 逆 に 母親 は 父 親 に 比 べ ／
tAC 型 （受容型），

AC − CO 型 （受容的統制型）が多い こ とが明 らか とな っ

た。も っ とも，各類型を定 め る 揚合 の 基準値 をい か に 定

め る か に つ い て は ，今後 の 妥当性研究 との 関連 で 判別分

析法 な どに よ り ， さ らに 方法論的 に煮 つ め な けれ ばな ら

な い と考え て い る。
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　 1

，0 考 察 　類 型 化の 作業には ， 3 つの 重 要

段 階 が あ る と 考えら れ る 。第 1 は 当該 研 究領域でき

めて安定 し た 主 要 次 元 を 確定する こ と 。 第 2 はそ の

要次 元 によ って 操 作 的 に 定 義 し うる類 型 モ デルを 設

する こ と 。 第 3 には ， その 類型 モデ ル の妥当 性 の 検

を行うこと で あ る ．わ れ われ が， 本論文 におい て 展

し て き た 主 要 な 部分は ， そ の第 2 の段階まで の研究で

る。 本 親子 関係診断 尺 度 EICA と子ど もの 出生順

との関係やYG 性 格 検査 と の関 連的 妥当性など については別の 論文（

岡 ・i−L［ 本 1977a ，　 lil 本 ユ 977 ）に 発

したが，さら に 今後この 類 型 化 の臨 床心 理

的妥当性の 研 究 を 深 めて行く必 要 があ る。 　単独 類 型

つ い ては ， 10 種の類型 を考え， 各 類 型に 所 属する率 が

8

12 ％ 程 度 を期待 し たが， TABLE 　 5 に ’ 示

た ご とく ，かなり 満 足できる結果で あった。そ し て，父 親

，RE型（拒否型） ，　 RE − AU 型「（拒否的自 TA薹3LE 　5 　10t
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律型），AU 聚 （自律型） が多 く， 母親 は 父 親 に 比 べ
，

AC 型 （受容型），　 AC − CO 型 （受容的統制型） が多 い
，

と い う事実も常識的 に 了解 し うる結果 で あ る。

　 組合せ 類型 に お い て 子 ど もの 人格形成上最 も考慮を要

す る の は対立型 で ある が ， 上の 単独類型 の 父 と母 の 関係

か ら推論す れ ば，父 が AC 型 で 母 が RE 型，も し くは 父

がAc − CO 型 で 母が RE − AU 型 の 対立型が最 も 臨床心

理 学的 に 問題 で あ る と 仮定 で き よ う。

　将来，組合せ 類型 の 各類型 をい か なる 単独類型 の 組合

せ に よ る か と い う観点か ら，さ らに い くつ か の 類型 に 細

分化す る こ と も 当然問題 とな ろ う。し か し，対立 型 の み

に つ い て最も単純 に考 え て も，
AC 型 と RE 型 ，

　 AC −

CO 型 と RE − AU 型，　 CO 型 と AU 型，　 RE − CO 型 と

AC − AU 型 の 4種 の 組合 せ が 考 え られ ，父 と母 に よ る

組合せ で こ の 倍 の 8 つ の サ ブカ テ ゴ リーが必要となっ て

くる 。 組合せ 7 類型 ご と に 8個 の 下位類型を考慮す る の

み で も都合56類型 が必 要 と な り，こ れ 以 ｝一の 類型化作業

は い たず らに 類型 の 数を増す こ とで しか ない とい うこ と

に な る 。こ の よ うな作業は 類型化 とい うよ ！ もむ し ろ，

臨床心 理 学的 な 個 別 診 断 の 問 題 と考 え る べ き で あ ろ う。

　 ま た 別 の 論文 （辻岡 i 山本 〕．977b ） で 論 じ た よ う に ，

子 ど もに対す る 父母 の 同調性 （conformity ） を考 え る

揚 合に，同調性全体は ，ES （情緒的支持），　 CO （統制〉，

AU 　（自律性） そ して ，　 AL （同調性） の 4 次元 か ら な

り，第 4番 目の 同調性因子 （Alignment ）は 所謂狭義 の

同 調性 で あ ！，こ の 狭義 の 父 母 間 に お け る 同調性 を 含

め た 4 次元全体の 広義の 同調性 （conformity ）を考慮 し

て 始 め て，父母間 の 子 ど もに 対す る 同調性一般 を と らえ

る こ とが 可能 と なる の で ある。こ れが こ こ で い う臨床心

理学的 な親子 関係 の 個別診断 と よ ぶ もの で あ る 。こ の 父

母 間 の 相互 関係 にっ い て は 上 記論文　（辻岡 ・山本 エ977

b） を参照 され た い 。

　本論文 にお い て採用 した 類型化 の た め の 基準値 に お い

て も未検討 の 問題 が残 っ て い る 。 すなわち，OF と OM
の 値を比 較 した際，・．t．t方が他方 に 比 し極端 に値 が 小 さく

（原点 に 近 く），他方 が大 き い 場合，換言す れ ば父 あ る

い は母 が単独類型 に お い て A 型 （平均型） と判定 され

て い る 時で も，C 型 （対立 型） もし くは D 型 （独 立 型）

と分類され る こ とが ま れ に起 こ る 点で ある 。こ の よ うな

場合，準対 立 型や 準独立 型 を考 え るの が よい の か，全 く

新 し い 基準を導入 す る こ とに よ っ て ，一部の 分類を修正

す るの が よい の か は未決定で あ り，こ れ は類型 化 の 妥当

性研究 に よ っ て裏付け な り改良 な りを した い と考 え て い

る。

　最後 に ，本論文 にお い て 展開 して きた類型化 は，二 次

因子 レ ベ ル に よ る も の で あ っ た。類型化 は ，よ り高次 レ

ベ ル で考え る ほ ど容易 で あ る が ， テ ス トで 得 られ た 情報

量 をそ れだ け合併 し すぎて い る こ と も無視で き な い 。例

えば，本来 ES （情緒的支持）と ID （同一化）の 尺度は ，

0．568の 相関を有 し，CO （統制） と AU （自律性 の 否定）

は O．342の 相関を有 し なが ら も
一次独立 で あ る （辻岡 ・山

本1976a）。と こ ろ が，因子得点 を算出す る 際の 重みをみ

る とわ か る よ うに （TABLE 　2 ），二 次因子 得点 の レ ベ ル で

は ES と ID の標準得点 を加 え て 2 で 除 した もの が AC 得

点 に ほ ぼ近似す る こ とに な る。こ れ は ，
CO 因子 得点 に っ

い て も同 様 で あ る b こ の 結果，二 次因子得点 レ ベ ル で の

評価 に は平均化傾向が 混入す る こ と とな P，ES と，　 ID，

もし くは CO と AU の 尺度得点問にお い て か な りの 得点

の 隔 りが あ る 揚合，問題が生ず る こ とに なる 。そ こ で，尺

度得点そ の もの に は多少の 測定誤差が含ま れ て い る こ と

を念頭に 置 い た 上で，父 母別 の 尺 度得点 レ ベ ル を用 い た

類型化 の 方法を考 える の も，上記 の 臨床心理学的 な個別

診断 の 点で は有効 な 場合 もお こ っ て こ よ う。こ れ らの 残

された問題は， 他 の 既発表 （辻岡 ・［IJ本 1977a， 由本

1977）に お い て一部解明 され た が，臨床群 に つ い て の 将

来 の 研 究 に お い て さ らに明 らか に し た い と考 え て い る 。

要 約

L 　 従来 の 親子関係 の 類型化 の たあの 諸研究 が概観 され

　 た 。

2． 親 子 関係 診 断 尺 度 EICA に よ る親 子関係 の 客観的類

　型化の 手順が説明 され た 。

3・ ES （情緒的支持），　 ID （「司一化），　 CO （統制）お よ

　び AU （自律性 ） の 4 次 元 に っ い て ，父 お よび 母 の プ

　 ロ フ ィ
ール と親 子 関係診断座標 の 作成法が，コ ン ピ ュ

　 ータ に よ る方法 とテ ス ト用紙そ の もの を用 い て 行 う方

　法 との 2 法 に つ い て 説明 され た 。

4．　 こ れ に よ っ て ，工0種 の 単独類型 と 7 種 の 組合せ 類型

　 とが提案され た 。

5， 父 母 の 組合せ 類型 に お ける 同調性 の 内容が 考察 され

　 た 。
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A  TYPOLOGY  OF

     ABSTRACT

PARENT-CHILD

EICA  PARENT-CHILDRELATIONS

RELATIONS  BY  THE

QUESTIONNAIRE

. Bien Tsujioka and

by

YoshihiroYamamoto

    The' purpose  of  this study  was  to establish  a typo-

  logy of parent-child  rerations  and  father-mother re-

  lations by  means  of  a children's  questionnaire which

  is called  
"The

 EICA  Parent-Child Relations Questi-
       t11
  onnalre.

    For this purpese  it was  neccessary  (O to conf-irm

  the fundamental  dimensions of transferability bet-

  ween  ･4 kinds of the parent-child relations  (son-father,
  son-mother,  daughter-father and  daughter-mother)

  by confirmatory  factor analvsis(Tsujioka,  B, ].975,

  1976, 1977), (2) td construct  the  valid  scales  te repre-

  sent  those confirmed  primary  factors by the  princi-
  ple of  factor-truness instead of  by  that  of  internal

  consistency  and  (3) to determine  the  objective  pro-
  cedure  to classify  the children's  profiles.of  the test

  scores  for its tather and  mother.

    According'to the factor structures  of  the  factor

  analyses  of 4 kinds of sarpples'and  also  of  the  total

  sample'  of  the  above  4 samples,  conformed  to the

  two  forms  of  the  Japanese adaptation  of  Schaeier's

  Children's Reports of  Parental Behavior  Inventory

  (Form-I of  26 scales  and  Forrn-  il of  18 scales),

  4 primary factors : Emotional Support(ES), Identifi-
  cation  (ID), Control(CO),  and  Autonomy  (AU) were

  confirrned  and  the second-order,factors  were  inter-

  preted 

'as
 Acceptance-Rejection  (AC･RE)and Control

  
-Autgnomy

 (CO･AU), 
'

    The  valid  items for each  scale  were  selected  from

  the results  of  item analysis  of  each  kind of  sample

  in order  to always  satisfy  the principle of factor-

  
'trueness.

 ･
･ The  Diagnostic Chart of Parent-Child  Relations

  consisted  of the qartesian co-ordinate  system  of  the

  above  2 second-order  factor-scores calculated  by

computer  program  or  manually  by eaeh  childts  proL
file in the  test sheet  as  shown  in FIG.1  br FIG. 2.
  On  thi$ chart,  le kinds of types of  pafent-child
relations  and  7 kinds bf father-mother relations  co-

uld  be  determined  either  visually'  or  by  means  of

computer.

  Attitudes a'nd/or  behaviors oi  every  child's father
or  mother  were  classified  into Acceptive. (AC), Ac-
ceptive--Control  (AC-CO), Co'ntrol CCO), Rejective-
Control (RE-CO) , Rejective (RE) , Re'jective-Autono-
mous(RE-AU),  Avtonomous(AU),  Acceptive-Auto-
nomous  (AC-AU) , Average  (A) or  Quasi-Average (A')
Type  as  shown  in FIG.3 and  in TABLE  5.

  The  types  of  father-mother  relations  which  were

the combination  types of  the  mutual  relations  bet-
ween  father and  mother  were･classified  into 7 kinds
: Ayerage  (A), Quasi-Average (A"), Quasi--Quasi-
Average  (A"), Conformative  (B), Cooperative (B'),
Opposite(C), and  Independent  (D) Types  as  shown

in FIG. 3and  in TABLE  4, ･

  According  to TABLE  s, fathers' attitud6s  andlor

behaviors towards  children  tended  to be moge  Re-
jebtive, Rejective-Autonomous  or  Autonomous  than

paothers. On  the  other  hand, more  Acceptive or

Acceptive-Control Types were  seen  among  rnothers.

  In TABLE  s of  the  combination  types,  Conforma-

tive and  Cooperhtive Types were  much  more  domi-
riant than  other  types.

  In a iuture study  this typology  could  be testified
from  a  clinical  point of  view  espeeially  concerning

the objective  ttnderstandings  of the relationships  bet-
ween  the parent-child relations  and  the  child's  per-
senality  formation  as  Tsujioka and  YamqmetoC1977a)
did in other  articles,
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